
栃 木 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

主な農林水産物特徴・取組

栃木県は、北部から西部にかけて那須連山、帝釈（たいしゃく）山地、足
尾（あしお）山地の山岳地帯があり、南部には関東平野が広がり、那珂（な
か）川、鬼怒（きぬ）川、渡良瀬（わたらせ）川が流れ、水資源が豊富であ
る。

また、東京から60～160kmに位置し、東北縦貫自動車道や北関東自動車道、
東北新幹線などの交通網も発達している。

全国有数のものづくり県として発展を遂げた栃木県の産業構造は、第２次
産業、特に製造業の割合が高く、県内総生産に占める第２次産業の構成比は
47.1％ で全国２位 (うち食料品製造業10.0％) 。
豊かな農産物や豊富で良質な水に恵まれ、首都圏の食料供給基地としての

役割を担う栃木県では、食に関連する産業の振興を図ることにより、食を
テーマに地域経済が成長・発展し、活力あふれる「フードバレーとちぎ」を
目指す取組を推進している。

農業では、肥沃な農地と豊富な水資源、穏やかな気候に恵まれ、米麦、園
芸作物、畜産など多彩な農畜産物が豊富である。

林業では、豊富な森林資源を活用し、素材生産、しいたけ等の特用林産物
の生産が盛んである。

水産業では、那珂川や鬼怒川などの内水面で、ます類やあゆを中心に漁業
や養殖が盛んである。

令和５年版

栃木県は、大消費地に近く、平坦で広大な水田が広がり、野菜カット工場
等の食品企業が多く立地する特徴を持つことから、首都圏への野菜や果実の
食料供給を担う「園芸大国とちぎづくり」を推進している。

いちごやトマトは高い技術力を有しており、今後、ICT等の技術を活用する
ことにより、収量や品質の更なる向上を目指している。

また、更に開発された品種や優れた生産技術の導入により、にらやアスパ
ラガス、日本なしなどを主力品目として生産拡大を目指している。

米
ブランド米として知

名度のあるコシヒカリ
・なすひかり・とちぎ
の星等を作付け。
飼料用米の収穫量8.8
万tは全国１位。

いちご
県育成のとちおとめや

スカイベリー、とちあい
かが栽培され、収穫量
は半世紀以上日本一。
（収穫量全国１位）

にら
いちご、トマトに次ぐ産

出額を誇る重要野菜。
県育成のゆめみどりを
普及することにより収穫
量日本一を目指す。
（収穫量全国２位）

アスパラガス
水田の活用や畜産

農家と連携した良質な
堆肥の活用などにより
県内全域で作付け。
（収穫量全国７位）

乳用牛（生乳）
県北部を中心に北海

道に次ぐ、5.3万頭を飼
養、生乳の生産も盛ん。
（飼養頭数全国２位）

麦
二条大麦（ビール麦）

を中心に小麦や六条
大麦などの麦類を作付
け。

（二条大麦の収穫量全
国２位）

トマト
高軒高（こうのきだ

か）ハウスやＩＣＴ等新
技術を取り入れ多収
量の周年栽培。
（収穫量全国６位）

かんぴょう
県央・県南部の畑

作地帯がゆうがおの
主産地であり、国内
生産量の９割以上を
占める。
（収穫量全国１位)

日本なし
幸水・豊水が主力品種

だが、あきづきや県育成
のにっこりなどの晩生種
の導入により、出荷期間
が拡大し海外へも輸出。
（収穫量全国３位）

肉用牛
「とちぎ和牛」としてブ

ランド化され、シンガ
ポール、アメリカ等に
輸出。
（飼養頭数全国７位）



栃 木 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

県北地域

【農畜産物】水稲、二条大麦、小麦、いちご、
にら、なす、トマト、ねぎ、うど、アスパラ
ガス、かんしょ、日本なし、りんご、そば、
スプレーぎく、リンドウ（切り花類）、乳用
牛（生乳）、肉用牛、豚
【林産物】生しいたけ、まいたけ
【水産物】にじます、あゆ、ヤシオマス、温
泉トラフグ

県南地域

【農畜産物】水稲、二条大麦、小麦、そ
ば、いちご、かんぴょう、なす、トマト、
たまねぎ、はくさい、かき菜、アスパラ
ガス、にら、ぶどう、
トルコギキョウ（切り花類）、肉用牛

県央地域

【農畜産物】水稲、二条大麦、小麦、
いちご、六条大麦、落花生、にら、こ
んにゃくいも、さといも、なす、トマ
ト、たまねぎ、はくさい、アスパラガ
ス、日本なし、そば、えごま、シクラ
メン（鉢もの類）、スプレーぎく、リ
ンドウ（切り花類）、鶏卵
【林産物】生しいたけ、まいたけ
【水産物】にじます、あゆ

出典：「とちぎの園芸・農産・特産 2022」を基に作成



出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和４年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和４年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和５年全国都道府県市区町村別面積調（1月1日時点）」（国
土交通省国土地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和３年度版）」

ha ha

全国順位

全 国 全国順位

人 1,363,038 人

栃 木 県

集積率

荒廃農地面積 1,970 259,502

15

担い手への集積面積 ha 8

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は12万1,400haで全国10位。うち田が９万4,300ha、畑が２万7,100ha。
・農業経営体数は3万2,726経営体で全国10位。うち法人経営体が557経営体で25位。
・認定農業者数は7,575経営体で全国９位。うち法人が493法人で24位。
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区 分 栃 木 県 全 国
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出典： 「令和３年度の都道府県別の荒廃農地の発生状況」

37,797,356

258,600

担い手への農地の集積状況

27,100

94,300

％

2,560,109

58.9 ％52.7

64,123

栃 木 県

ha

15

10

25

基幹的農業従事者数 42,914

農業経営体数

集落営農

経営体

46,202

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和４年２月１日現在）」

出典：

25

19世帯

集落営農

55,830,154

14,364

10

人 822,144 人 9

65歳以上

女

男 25,613

17,301

29,822 8

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 69.5 -

人 948,621 人

人 540,894 人 10

69.6 ％

1,933,146参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 9

人 126,146,099 人 19

法人 27,974 法人 24493

7,575 経営体 222,442

栃 木 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

栃 木 県区 分

32,726

557

31,993

238

796,923参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

全 国 全国順位

10

経営体

経営体

戸

戸

都道府県の農業、林業、漁業の表の見方

・令和５年３月31日時点における最新の統計等の公表データを使用

・表中に使用した記号は次のとおり

「０」 : 単位に満たないもの（例：0.4ｔ→０ｔ）

「－」: 事実のないもの

「…」：調査を欠くもの

「ｘ」 : 秘密を保護するため統計数値を公表しないもの。

「＊」：秘密を保護するため統計数値を公表していない都道府県を除いた順



28 ＊
経営体数 20 経営体 1,180 経営体 14 ＊

3,992 百万円

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

農家レストラン
総額 1,050 百万円 30,336 百万円 9 ＊
事業体数 30 事業体 1,260 事業体 13 ＊

4,990 経営体

1

1

2

出典： 「作物統計」、「野菜生産出荷統計」、「果樹生産出荷統計」、「牛乳乳製品統計」、「畜産統計」
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収穫量

農家民宿

出典： 「令和３年生産農業所得統計」

ブロイラー

鶏卵

億円

26,337
640

29,781
560

農産物直売所9,364 億円

2

8

869

百万円億円 25
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5,470 5

総額
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3,740 - ＊

億円 百万円総額 1,251
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加工農産物 7 億円
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11549

＊

7

億円

億円

億円

肉用牛

乳用牛
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R3 8,120 t 142,700 t

区 分

8
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農産加工

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 栃 木 県 全 国

24,400

570

209

267
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億円 億円

1

78

t1,450うど

栃 木 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は、2,693億円で全国９位。うち米が453億円、野菜が707億円、乳用牛が465億円。
・農畜産物の生産状況は、いちご、うど、かんぴょう、クレソンが全国１位、二条大麦、生乳、乳用牛、にらが２位、日本なしが３位。
・農業生産関連事業は、農産物直売所の年間販売金額が298億円で全国11位、事業体数は560事業体で18位。

区 分 栃 木 県 全 国 全国順位

農業産出額 tいちご R3

農業産出額

収穫量 164,800t9億円 88,384
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鶏
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栃 木 県
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経営体経営体数
観光農園

全国順位

事業体数 22,680 事業体

953,268 百万円



全 国

427

5,456.6

全国順位

千㎥

千㎥

t

5

ひのき 141 千㎥

千㎥

t

137生産量 t

千㎥

10 ＊

529

3,079

1,759

4,098

54,521

区 分

571

658 千㎥

栃 木 県

製材工場数

3,892

出典： 「令和３年木材需給報告書」、「令和３年特用林産基礎資料」
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工場 13

全国順位全 国区 分 栃 木 県
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その他きのこ

21,847千㎥

千㎥

黒炭

素材生産量

法人経営体

栃 木 県 全 国 全国順位

林野面積

林業産出額

億円

栃 木 県 の 林 業

林産物の生産状況

全 国 全国順位

・林業産出額は125億円で全国11位。うち木材生産が85億円、栽培きのこ類生産が39億円。
・林産物の生産状況は、素材生産量は全国10位、黒炭、その他きのこ５位、まいたけ、わさび根茎７位。

20,088

栃 木 県区 分
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林業産出額

針葉樹 千㎥
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広葉樹
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わさび根茎 生産量

生産量まいたけ

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」
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人工林面積
出典：

民有林
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木材生産

区 分

出典： 「令和３年林業産出額」
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製材用素材の入荷があった工場数
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「令和３年木材需給報告書」
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全 国 全国順位

総額

水産加工

百万円

5,553 百万円

＊

13 ＊

7

全国順位

あゆ 299 ｔ 1,854

栃 木 県

海面漁業・養殖業産出額 億円

栃 木 県 全 国

海面漁業・養殖業生産量 … ｔ

-

…

事業体

漁業就業者数

出典：

海面漁業経営体数

人 151,701

ｔ

ｔ

51,757 ｔ

ｔ -

926,641 ｔ

「令和２年漁業産出額」

出典： 「令和３年漁業・養殖業生産統計」

区 分
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ｔ 3
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…
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人

経営体

経営体

-

… 百万円
…
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… 百万円 32,443総額
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ｔ

内水面漁業漁獲量

億円

人

-

-

海面養殖業収獲量

12,103

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」
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水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女
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隻
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-

…

…

隻

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数
-

人

百万円 9,696

区 分 栃 木 県 全 国
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百万円

- ＊
漁家民宿

経営体

事業体

百万円 - ＊
事業体数 … 事業体 430 事業体 - ＊

＊
- ＊

経営体数 …

134,186

800経営体

出典： 「令和３年度６次産業化総合調査」

漁家レストラン
総額 …

総額

区 分

事業体数 - ＊
- ＊

・水産物の生産状況は、内水面漁業漁獲量のあゆが全国３位、内水面養殖業収穫量のあゆが４位。
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3,909

18,904

栃 木 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

722

栃 木 県 全 国 全国順位
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水産物の生産状況漁業産出額
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区 分

＊
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全 国栃 木 県
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栃 木 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ １ ）

いちご王国の国王、福田知事の挨拶

栃木県林業大学校PR動画

銀桜サーモン

※写真は栃木県ＨＰより

栃木県では、「いちご王国・栃木の日」を宣言してから５周年を迎えることを記念し、令
和５（2023）年１月15日に「いちご王国・栃木の日」５周年記念イベントを開催した。

栃木県議会議事堂１階ロビーでは、ステージパフォーマンスとして市内高校の吹奏楽部に
よる演奏や生徒によるファッションショー、市内保育園の園児によるダンスが行われ、５周
年記念イベントを華やかに盛り上げた。

このイベントでは「いちご王国・栃木」プロモーション大賞及びスイーツコンテストの表
彰式が行われ、受賞者にはいちご王国の国王である福田富一知事から記念品が手渡された。

「いちご王国・栃木の日」５周年記念イベントを開催

栃木県では、令和３年１月に策定した「栃木県林業人材確保・育成方針」に基づき、栃木
県林業人材確保・育成システムを構築していく。

この新たなシステムの中核として「栃木県林業大学校」を整備し、林業の担い手を確保・
育成していくこととしている。（令和６年４月開校予定）

栃木県林業大学校

栃木県水産試験場では管理釣り場への更なる誘客を促進し、水産業の振興を図っていくために、
通常のサクラマスよりも大きく育ち、食味も優れている新魚種「全雌三倍体サクラマス」を開発した。
「全雌三倍体サクラマス」の本格出荷を控え、多くの方々に愛され親しまれる県オリジナルブラン

ドとして育成していくために令和２（2020）年６月から７月まで名称募集キャンペーンを実施した結
果、45都道府県から2,021件の応募があり、応募された名称について審査を行い、「銀桜（ぎんお
う）サーモン」に決定した（令和４（2022）年３月に商標登録）。
栃木県なかがわ水遊園では鑑賞もでき、管理釣り場で銀桜サーモンを釣ることができる。

銀桜サーモンの特徴
大型に成長（全長約50cm）
姿、色が美しい（銀色に輝く）
釣り味が良い（引きが強い）

※【三倍体】染色体を通常の３倍にし、魚、牡蠣などを大きくする技術。魚介類の三倍体は自然界
でも見られ、その品質がよいために開発された技術。

全雌三倍体サクラマスの名称決定！「銀桜（ぎんおう）サーモン」



栃木県の米の販売先は中食・外食向けが多く、コロナ禍による業務需要の減少等により価格下
落等の影響を受けていることから、県農業再生協議会内にプロジェクトチームを立ち上げ、「栃木
の需要に応じた米づくり推進方針」を策定し、農地の８割が水田である栃木県の水田農業の将来
を見据え、「需要が見込まれるマーケットへ的確に対応する米づくり」、「水田フル活用による作付
転換の加速化」の二本柱で収益性の高い米づくりを栃木県として推進していく。

栃 木 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ ２ ）

「栃木の需要に応じた米づくり推進方針」の策定

県産米 品種・商品毎の販売展開イメージ

令和７(2025)年度の輸出目標額10億円に向けて、海外でのプロモーションやテストマーケ
ティング、輸出に取り組む農業者等への支援などを行ってきたところ、令和３(2021)年度の
県産農産物の輸出額は過去最高となる５億3,398万円（前年度比172％）となった。

海外では日本産の食品や農産物の人気が高まっており、輸出に向けの産地づくりと販路拡
大に積極的に推進していく。

令和３(2021)年度の牛肉の輸出実績は、主要な輸出先であるアメリカやシンガポールの景
気回復により、前年度の１億２千万円から2.7倍の３億２千万円と大幅に増加した。

また、とちぎ食肉センターの働きかけにより、新たにＥＵへの輸出が開始され、引き続き、
牛肉の輸出拡大に向け、とちぎ食肉センターや生産者団体、輸出事業者等と連携し、積極的
に取り組みを進めていく。

県産農産物の輸出額が過去最高

アメリカの見本市に出展した様子


